
第１学年１組 算数科学習指導案

平成２３年１１月１８日（金）第３校時

１ 単元名 ひきざん（２）

２ 単元の目標

・繰り下がりのある計算に興味をもち，「１０といくつ」という数のしくみのよさに気付き，

進んで計算をしようとする。 （関心・意欲・態度）

・減加法の考え方ができる。 （数学的な考え方）

・（十何）－（１位数）で，繰り下がりのある計算ができ，その適用題を解くことができる。

（技能）

・繰り下がりのある計算の仕方について理解する。 （知識・理解）

３ 単元について

本単元は，２位数（１１～１８）から１位数をひいて繰り下がりのある減法について学習す

る。繰り下がりのある計算は初めてであり，四則計算の基礎となる第１学年の重要な内容であ

る。

繰り下がりのある計算の考え方には，主なものとして減加法と減減法の２つがある。減加法

は，減数が大きい場合に適用しやすく，減減法は，減数の小さい場合や被減数の１の位に近い

場合に適用しやすいと考えられる。減加法は，比較的児童に理解されやすい考え方であること，

また減法の筆算にもつながる考え方であるので，まずは，減加法の手順を丁寧に扱い，確実に

できるようにすることが大事である。前単元の「繰り上がりのあるたし算」で学習した「１０

のまとまり」をもとに考える点を生かしながら計算の仕方を理解させていきたい。しかし児童

の数のとらえ方や数を操作する能力が一人一人違うので，計算に慣れるに従って考えやすい方

法を児童自身が選択していけるようにしていきたい。

４ 児童について

児童はこれまでに１位数－１位数や１３－３などの繰り下がりのない計算を学習してきた。

また，前単元の繰り上がりのあるたし算の計算方法についても，ブロックを用いて具体的に操

作させることで，視覚的に「１０のまとまり」を意識できるようになってきている。しかし，

操作に戸惑う児童も少なからずいる。また，自分の考えをブロックを操作したり図に書いたり

して説明することを大切にしたいと考え，前単元の「繰り上がりのあるたし算」の時から指導

しているが，まだ十分ではない。さらに計算の習熟には個人差があり，計算カードによる家庭

での練習を継続してやっているところである。

授業では簡単な質問に対しては手が挙がり，発言できることが嬉しそうである。しかし，思

考を伴う場面や自分の考えを述べる場面になると自信のなさからか発表する児童は限られてく

る。そこで授業だけでなく帰りの会の振り返りの場など機会を捉えて，ペアトークの時間を取

り，まずは全員が自分の思いや考えを伝える場を設定してきた。言葉にすることで，自分の考

えを明らかにしたり，友達の考えを聞こうとする学び合いの基本的な態度を育てていきたい。

５ 指導について

本時は繰り下がりのある計算の導入である。減法の計算を確かなものにするために，１３－

９のように減数が大きいものを取り上げ，減加法のよさが分かりやすいようにする。そしてブ

ロックなどの具体的な操作を通して，１３－９の計算の仕方を考えさせたい。

全体での学び合いの前に，隣の人とのペアトークを取り入れる。「こうやってできたよ。」「こ

こまではできたけど，図にかくことができなかったよ。」と自分の考えを確認したり，最後ま

でできなくても，友達の考えを聞かせてもらって自分が考えをもつ手助けとする場にしたい。

また，「分かる？」「もう一度聞かせて。」と，相手の反応を見たり，考えに関わろうとする態

度も大切にして，声掛けをしていく。



ブロックを操作して答えを見つけることはできても，どこからどうやって減数の「９」をと

ったのか説明することは難しい。数字だけの操作や言葉だけでは十分に伝わらないことも考え

られる。そこでブロックを操作したり，図で表したりしながら説明するようにしたい。さらに

ブロックの図がかかれているワークシートを利用することで，図に表すための手立てとしたい。

本時では，３つの計算の方法が考えられるが，児童から出された計算の仕方に，その特徴を

表すような名前を児童と共に考える。財産を共有するような感覚で親しませ，次時からの学習

でも活用できるようにしたい。最後に本時の学習の振り返りをする。「分かったこと」「難し

いと思ったこと」「友達のこんなところが良かったよ」「次はこんなことをやってみたい」と

いう内容を簡単な顔マークと文章で書いたりすることで，次時への学習の意欲付けを図るよう

にしたい。

６ 指導計画（１０時間配当）

時 学 習 内 容 ね ら い 関 考 技 知 評 価 規 準

１ ふくしゅう ・既習の減法の学習内容を確 ○ ◎ （知）既習の減法の学習内

認する。 容を身に付けている。

２ １３－９の計 ・１３－９の計算の方法を考 ◎ （考）１０のまとまりやばら

本 算の仕方を考 え説明することができる。 に着目して計算の仕方を考

時 えよう え説明できる。

３ １２－７の計 ・減加法による計算の仕方を ◎ ○ （技）減加法による計算がで

算をしよう 理解し計算ができる。 きる。

４ １３－４の計 ・減減法による計算の仕方を ○ ◎ （知）減減法による計算の仕

５ 算をしよう 理解し計算ができる。 方を理解している。

６ ひき算名人に ・繰り下がりのある減法の計 ◎ （技）１１～１８から１位数

～ なろう 算能力を高める。 をひく繰り下がりのある減

９ 法計算が確実にできる。

10 けいさんのか ・計算のお話を作ることに興 ◎ ○ （関）計算のお話を作ること

みしばい 味をもち作ることができる。 に興味や関心をもっている。

７ 本時の目標

・（十何）－（１位数）で繰り下がりのあるひき算について，計算方法を考え説明すること

ができる。

８ 準備物

教師：数図ブロック，ＯＨＣ，ブロック図

児童：数図ブロック，ブロック図のワークシート

９ 本時の学習過程

学 習 活 動 支援（・）と評価（☆）

○既習事項の復習をする。 ・既習事項の復習をすることにより，

・７－３ １０－９ １３－２ 本時の課題との違いに気付かせる。

○ 問題文を読み，題意をとらえる。 ・挿絵を見て自由に話し合わせ問題文

かきが１３こなっています。９ことると，なんこの の理解を深める。

こりますか。 ・問題解決に必要な数値や文に○やア

・分かっていること 「１３こなっている」 ンダーラインを付けさせ，条件と求

「９こ，とる」 答事項を明確にさせる。

・尋ねていること 「なんこのこるか」

○立式する。 ・立式の根拠を発表させ，ひき算であ

・１３－９ ることを明らかにさせる。



・「のこりは」を聞いているので，ひき算だよ。

・「とる」とあるので，減っていると分かります。

○課題をつかみ，解決方法の見通しをもつ。

１３－９のけいさんのしかたをかんがえよう ・復習で取り上げた式１３－２との違

・ブロックを使うといいよ。 いを見つけさせて課題をつかませ

る。

○計算の仕方を考える。

・１３から１つずつひいて残りは４。 ・ブロック図の書かれたワークシート

を使い，図だけでなく言葉も簡単に

○ ○ ○ ○ ○ ●●● 書くことで思考過程を整理できるよ

○ ○ ○ ○ ○ うにする。

・まず３をひいてから，次に残りの６をひいて４。 ・どの計算の仕方でも，答えが正しく

求められたことを積極的に認めるよ

○ ○ ○ ○ ○ ●●● うにする。

○ ○ ○ ○ ○

・１０のまとまりから９をとり残った１と３をたす。☆ブロックやブロック図を使い，計算

の仕方を考えているか。

○ ○ ○ ○ ○ ●●● （観察・ワークシート…考）

○ ○ ○ ○ ○

○自分の考えを隣の人に伝える。 ・どこから，どうやって９を取ったか

・３をここからとって，６を１０のまとまりの中か が分かるように，実演したり図を使

らとって，４になったよ。 ったりして説明させる。

・１，２，３・・９ととって，のこりは４だよ。 ☆計算方法を説明することができた

か。 （観察・ワークシート…考）

○自分の考えを発表し，まとめをする。 ・出された計算方法の名前をみんなで

・１つずつ引いていくので，「１つずつさくせん」 考えさせることで，特徴を意識させ

にしよう。 る。

・２回引くので，ひくひくさくせんだ。

・最初に引いてからたすので，「ひくたすさくせん」。

○１１－８，１５－９の問題を，３つの作戦のどれか ・どの方法が，一番簡単で早くできる

を使って解く。 か考えさせ，減加法のよさに気付か

・１０から一度に引けるので「ひくたすさくせん」 せる。

は簡単だね。

・「ひくひくさくせん」はちょっと分かりにくかっ

たよ。

○学習を振り返る。 ・今日の授業の振り返りをマークを使

・１３－９の計算の仕方がいろいろ分かった。 って書く。

・「ひくたすさくせん」は簡単で早いよ。


